
 

 

カウンセラーになりたい 

 

 「カウンセラーになりたい」と仰る人とお会い

することがあります。 

どうやったらなれるのかと訊かれると躊躇して

しまいます。お勉強をして資格を取られることが

社会通念上一般的かと思われるのですが、実はカ

ウンセラーという職業には国家資格がありませ

ん。 

ですので、極端に言えば自称するだけでもなれ

てしまうのです。ただ、必要に応じた能力や知識

の有無や、継続的に仕事ができるのかという問題

もあります。これはどんな資格をお持ちの方であ

っても共通のお悩みでもあります。 

そんな心理の資格も現在開かれている国会に

て国家資格化に向けた法案が審議される予定な

のだそうです。 

 私の知る限り、こうした国家資格化の動きはこ

の 30～40 年ほど形を変えながら続いているよう

に思いますが、なかなか実現せずに今に至ります。

なぜ実現しないのかを不思議に思われるかもし

れませんが、それだけ「人のこころを扱う仕事」

が、「こういう知識と技術があればよい」という

ようには定義し難く、そもそも「こころ」自体が

わかりづらいものであり、そんな仕事に特定の資

格を与えることの難しさを物語っているように

思えてなりません。 

 

 実際、カウンセラーと呼ばれる方にもいろいろ

な立場や考えがあります。私は医療と教育の現場

に籍を置いていますが、ほかにも産業や福祉、司

法などあらゆる場にカウンセラーと呼ばれる人

たちが居て、それぞれの場で求められる仕事が為

されています。 

 たとえば、私が学校のカウンセラーとして生徒

や保護者、教員の方との面接をする際には、やは

り学校生活を中心に置きながら、その人たちのこ

ころを見つめています。成績不振で悩んでおられ 

 

れば、当然、本人も先生も何かしら対策を講じて

いますし、親御さんも塾や家庭教師の検討などさ

まざまな手を尽くした結果、私のところにいらし

ているので、私としてはそれらの努力とは違った

角度から、「何が起こっているのか」を見ていく

ことになるのです。そうすると、一見関係のない

ようなお話から問題が解決していくことがあり

ます。親御さんがお医者さんをされていることを

自慢に思っているお子さんがいらしたとします。

ご本人も親御さんも当然のようにお医者さんに

なることを目指すものだというつもりで勉強を

してきたのですが、大学受験が現実として目の前

にきたあたりから、ご本人の中で漠然としていた

将来が急にリアルに感じられ、得体のしれない不

安に苛まれて勉強が全く手につかなくなってし

まうということもあります。 

「失敗したら自分はこの家の子どもとして認

められなくなるのではないか」とか、「そもそも

自分は医師になりたいのかがわからない」など、

これまで思いもしなかった気持ちが次々と出て

きてしまい集中できなくなってしまうのです。 

私の場合はこうした気持ちについてじっくり

と話し合っていきます。担任の先生や親御さんに

も一緒に考えてもらうこともありますし、ご本人

の希望で誰にも言わずに自分で考え抜いていた

だくことで前に進むということもあります。 

ここでカウンセラーさんによっては、その子 

の「不安」の強さを心配され、すぐに医療機関を

勧められる方もいらっしゃいます。実際に私がク

リニックでお会いする人たちの中には、学校や会

社にいらっしゃるカウンセラーさんから医療機

関を受診するように勧められて医師の診察を受

け、そして、医師から私のカウンセリングを勧め

られて、という順序でお会いするということはよ

くあります。 

 お話をうかがって感じるのは、話しづらいこと

が『悩み』になったとき、人は何かの症状を出し

てしまうほど苦しいのだということです。お医者

さんの家に生まれて、尊敬する親御さんの後を継 



 

ぐかどうかを迷ってしまうというだけでも、どう

しても言えない人もいます。 

 私は、相手がカウンセラーであったとしても何

でも話せるわけがないと考えています。ですから

話してもらえないのはこちら側に責任を感じて

しまいます。 

逆に「無理に話してもらわない」ということも

気にしています。その人にとって『話すタイミン

グ』というものがあると思います。無理に話させ

てしまうことで苦しくさせてしまうこともあり

ます。私も新人の頃は、「医師やほかのカウンセ

ラーさんのところでは話せなかった」というお話

をうかがうことで、私にはこころを開いてもらえ

たといい気になってしまったこともありました。

今は恥ずかしく思います。その人の中で何度も吟

味されてようやく出てくるお話しに意味があり

ます。それは『話すべき人に話すべき話をできる

力』が育っていく過程のように思えるのです。こ

れは『人を信じる力』とも言えると思います。 

 職場の上司に勧められていらしたという人な

どとお会いするときにも、上記のようなことを思

います。『どこまでお聴きしてよいのか』という

ことを意識します。 

怖い上司から「行け」と言われていらした部下

の人が、恐れている上司から紹介された私にどこ

まで本心を語れるものなのか、またはとても信頼

し憧れている上司から、「とても良い先生だから」

と勧められたカウンセラーにご自分のネガティ

ブな面や悪い話しは言いづらいのではないか…

などなど私の中にはたくさんの負の妄想が広が

ります。 

 大抵は杞憂となり、私も考え過ぎかなとは思う 

のですが、やはり、「こころ」を開いていただく

には、あるいは無理に開かせてしまわないために

は、最大限の気を配っていたいと考えています。 

 このように私の場合は、初めに問題として語ら

れていた内容から、じっくりとお話をうかがって

いくうちに更に奥にあった問題の本質のような

ものに出会わせていただく経験が多いため、ど

 

うしてもじっくりとこころにかかわるというス

タイルのカウンセラーになってきました。しかし、

ほかのカウンセラーさんの中には、症状を消失さ

せることの方を最優先するべきだと仰る人もい

らっしゃいますし、問題の焦点を絞ることであら

かじめ回数を決めてその通りの心理面接を行わ

れるスタイルの方もいらっしゃいます。 

こころを一定の法則性を持つものとしてかか

わられるのか、あるいはある程度の傾向は知りつ

つも初めて出会ったこころとしてかかわられる

のか、カウンセラーによって違いがあるように思

います。どれが正しいということもなく、人それ

ぞれだと思います。 

 

私が「カウンセラーになりたい」とご相談をい

ただいた際は、まずその人の「こころ」と触れ合

ってみたいと考えてしまいます。そのうえでその

人が進まれる道を思い浮かべながら私の意見を

お伝えすることにしています。医療、教育、産業、

福祉、司法…あらゆる場に「こころ」があり、ふ

れあいながら共存していることを考えると、まず

はご自分のこころを見つめてもらい、どのように

そのこころを活かしていかれるのかを検討して

いただきたいと思います。そうすると案外カウン

セラーではなかったということもよくあります。 

カウンセラーという職に就くことで、「人のここ

ろに触れたい」と思う気持ちを掘り下げてみたと

きに、実は自分自身が触れてほしかったのだとい

う思いに気がついた人は、カウンセラーであって

もなくても『こころ』を大切にする人だと思いま

す。 
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